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形
を
変
え
た
企
業
・
団
体
献
金

と
言
わ
れ
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
収
入
に
係
る
、
い
わ
ゆ
る
「
裏

金
」
問
題
。 

８５
人
も
の
自
民
党
議
員
が
「
裏

金
」
の
不
記
載
を
認
め
て
い
な
が

ら
、
衆
議
院
で
行
わ
れ
た
政
治
倫

理
審
査
会
へ
の
出
席
は
わ
ず
か
５

人
。
岸
田
首
相
は
自
身
が
出
席
す

る
こ
と
で
「
幕
引
き
」
を
図
ろ
う

と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
や
実

態
を
全
く
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
層
そ
の
組
織
的
犯

罪
性
へ
の
疑
惑
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

追
及
が
続
け
ら
れ
、
参
議
院
の

政
治
倫
理
審
査
会
で
は
野
党
が
申

し
立
て
た
３２
人
の
議
員
を
審
査

に
付
す
こ
と
が
全
会
一
致
で
議
決

さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
怒
り
の
強

さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
３
月
２
日
に
は
、
２
０
２
４
年
度
予
算
を
年
度
内
に
成
立
可
能

と
す
る
た
め
、
予
算
案
の
衆
議
院
通
過
を
強
行
し
ま
し
た
。 

そ
の
予
算
案
は
、
国
民
が
苦
し
む
物
価
高
騰
に
は
無
為
無
策
で
あ
り
な
が
ら
、

大
企
業
に
は
「
戦
略
分
野
国
内
生
産
促
進
税
制
」
な
ど
の
減
税
や
様
々
な
形
で

の
補
助
金
を
計
上
。 

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
中
国
包
囲
の
軍
事
戦
略
の
一
翼
を
担
う
た
め
の
大

軍
拡
で
は
、
軍
事
費
だ
け
が
前
年
度
比
１
６
．
５
％
増
と
突
出
し
て
７
兆
９
４

９
６
億
円
。 

中
で
も
問
題
な
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｍ
Ｓ
（
有
償
軍
事
援
助
）
な
ど
武
器

購
入
の
た
め
の
ロ
ー
ン
で
あ
る
後
年
度
負
担
が
３
兆
９
４
８
０
億
円
（
全
体
の

４９
．
７
％
）
を
占
め
、
憲
法
が
定
め
る
財
政
民
主
主
義
や
予
算
単
年
度
主
義
に

反
し
、
財
政
を
硬
直
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
重
大
で
す
。 

ま
た
、
元
経
団
連
会
長
が
座
長
を
務
め
、
日
本
最
大
の
軍
需
企
業
三
菱
重
工
の

現
会
長
が
参
加
す
る
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
使

い
、
防
衛
省
が
２
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
４３
兆
円
と
し
て
い
る
軍
事
費
に
つ

い
て
、
物
価
高
騰
や
円
安
の
影
響
を
上
げ
、
増
額
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
政
府
は
、
今
国
会
に
「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
法
案
」
（
経
済
秘

密
保
護
法
案
）
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
憲
法
違
反
と
指
摘
す
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
経
済

安
全
保
障
版
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

２
０
２
２
年
に
成
立
さ
せ
た
経
済
安
全
保
障
推
進
法
を
さ
ら
に
進
め
、
首
相

や
そ
の
他
「
行
政
機
関
の
長
」
が
、
漏
洩
す
れ
ば
日
本
の
安
全
保
障
に
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
有
る
た
め
、
特
に
秘
匿
す
る
こ
と
が
必
要
と
す
る
も
の
を
、
何

が
機
密
な
の
か
の
定
義
も
な
く
「
重
要
経
済
安
保
情
報
」
と
指
定
し
、
そ
の
情

報
を
扱
う
者
が
情
報
を
漏
ら
す
こ
と
の
な
い
人
物
で
あ
る
か
否
か
を
「
適
正
評

価
」
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

現
在
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
対
象
と
な
る
情
報
は
「
防
衛
」
「
外
交
」

「
特
定
有
害
活
動
」
「
テ
ロ
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
法
案
が
対
象
と

す
る
範
囲
は
計
り
知
れ
ず
、
当
然
そ
れ
に
関
わ
る
国
民
は
は
る
か
に
多
く
な
り

ま
す
。 

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
国
民
の
知
る
権
利
や
表
現
・
言
論
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る

危
険
が
、
飛
躍
的
に
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
こ
ん
な
法
案
を
認
め
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

ま
さ
に
極
ま
っ
た
大
企
業
優
遇
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
に
大
軍
拡
を
進
め
、

軍
事
最
優
先
に
国
民
の
く
ら
し
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
国
民
の
知
る
権
利
や
表

現
・
言
論
の
自
由
ま
で
も
侵
害
し
よ
う
と
す
る
政
治
は
、
私
た
ち
国
民
が
立
憲

野
党
と
強
く
共
闘
し
、
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

  

       

 
 
 
 
 

自
衛
隊
の
強
靭
化
計
画
、
名
簿
提
供
問
題
な
ど
、
戦
争
協
力
体
制
の
具
体
化
の
動
き

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
や
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
強

行
な
ど
、
大
軍
拡
・
大
増
税
、
ア
メ
リ
カ
追
随
路
線
ま
っ
し
ぐ
ら
の
岸
田
政
権
。
ア
メ

リ
カ
の
世
界
戦
略
に
基
づ
い
て
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

沖
縄
で
は
、
今
年
の
６
月
に
県
議
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
闘
い
に
と
っ
て

決
し
て
負
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
た
た
か
い
で
す
。 

ま
た
、
大
阪
で
は
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
問
題
で
、
維
新
府
政
と
の
た
た
か
い
が
重
大
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
、
今
ど
の

よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
安
保
破
棄
中
央
実
行

委
員
会
事
務
局
長
の
東
森
さ
ん
を
講
師
に
招
き
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
大
阪
で
活
発
に
運
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
「
大
軍
拡
大
増
税
NO
八
尾
連
絡

会
」
か
ら
特
別
報
告
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

各
団
体
、
地
域
、
個
人
幹
事
の
方
々
、
是
非
ご
出
席
下
さ
い
。 

  

〇
日
時
：
２
０
２
４
年
３
月
１７
日(

日)

１３
時
半(

受
付
１３
時
か
ら)

～
１６
時 

 

〇
場
所
：
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
４
０
４
号
室 

 

(

地
下
鉄
「
谷
町
６
丁
目
」
下
車
、 

４
番
出
口
よ
り
南
へ
５
分 )  

    

安
保
破
棄
ニ
ュ
ー
ス 

Ｎｏ．５６３ 
2024.3.14 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会 

 

〒
五
四
三
ー
〇
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一
四 

大
阪
市
天
王
寺
区
玉
造
元
町
一
七
ー
二
二 
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メ
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●
ホ
ー
ム
ペ
ー
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 http:/
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２
０
２
４
年
度 

 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会 

総
会 

 

開
催
の
御
案
内 
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・ 

 

２
月
27
日
朝
、
大
阪
港
に
米
強
襲
揚
陸
艦
「
ア
メ
リ
カ
」
が
入
港
し
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
が
港
湾
局
か
ら
入
っ
た
の
が
、
２
２
日
で
し
た
。
昨
年
２
月
に
も
同

じ
艦
が
入
港
し
て
お
り
、
そ
の
時
に
は
６
日
前
の
連
絡
で
し
た
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
連
絡
が
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
抗
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
、
大
阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
原
水
協
、
非
核
の

政
府
を
求
め
る
大
阪
の
会
の
４
者
で
、
「
大
阪
港
へ
の
米
軍
艦
入
港
反
対
」
の

行
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
急
な
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
０
人
の
方
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
京
都
安
保
と
兵
庫
安
保
か
ら
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

朝
９
時
に
入
港
し
て
く
る
予
定
で
し
た
が
、
遅
れ
て
、
昼
前
に
な
る
と
い
う

連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
米
軍
艦
に
直
接
抗
議
の
声
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
７
人
の
弁
士
に
よ
る
訴
え
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
、「
米
軍
艦
は
入
港
す
る
な
！
」「
大
阪
港
の
軍
事
利
用
反
対
！
」

の
意
思
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
ま
し
た
。
マ
イ
ク
を
参
加
者
の
方
に
回
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
も
話
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

大
阪
市
長
あ
て
に
、
「
米
強

襲
揚
陸
艦
ア
メ
リ
カ
の
大
阪
港

入
港
を
許
可
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
要
請
」
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
３
月
中
に
は
、
大
阪
港
湾

局
と
協
議
す
る
予
定
で
す
。 

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 

 

 

3月 
17日(日) 安保破棄大阪実行委員会総会  

13:30～ 大阪府社会福祉会館 404号 

25日(月)  大阪安保 23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

 

4月 
4日(木)～6日(土) 沖縄行動(辺野古・うるま)  

安保中央・全国革新懇主催 
15日(月) 自衛隊饗庭野演習場視察行動 近畿安保 
17日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 大阪安保事務所 2階 
23日(火) 大阪安保 23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 
 

2月の安保破棄大阪実行委員会 23定例宣伝行動を 2月 22日の昼 12時からいつもと同じく大阪市庁舎近くの淀

屋橋で行いました。今回で通算 423回目の 23行動となります。 

13人の参加で、ビラ配布、プラスターをもってのスタンディング、「辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地

の無条件撤去を求める」請願署名への協力呼びかけ、弁士による訴えを行いました。弁士は、大阪憲法会議・共同

センター、大教組、自治労連、日本共産党大阪府委員会から出ていただきました。 

雨上がりで、風が強い中での行動でしたが、自分からボールペンを手に取り署名に協力してくれる人が 2人いま

した。 

自民党の裏金問題にも触れ、税金の使い方がおかし

いことや、自分の家の近くに米軍基地ができたらどう

思うか想像してもらいたいなど、道行くひとたちに力

強く訴えました。 

3月の２３宣伝行動は、3月２５日（月）に行いま

す。 

  

 

 

 

大阪港に入港した米強襲揚陸艦「アメリカ」 


